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4/9〜4/17のうちの６⽇間、南陽出張所管内の88箇所の樋⾨・樋管を、⽔⾨等⽔位観測員
（樋⾨・⽔⾨を操作する⼈）と合同点検を⾏いました。本格的な洪⽔期の前にゲートや機械の
動作状況、⽔路の状況などを点検し、設備の動作に問題がないことを確認しました。

「洪水がおきると出張所から観測員に連絡して

樋門を操作してもらうんだ。

観測員は３０分おきに状況を確認するんだ。」

「確認するだけでもすごい回数だね。」

「被害を防ぐために、こまめに連絡し合うんだよ。

昨年度は１ 年間で延べ１００回操作したんだ。」

「洪水が起きたらどうするの？」

平常時や河川の⽔位が低いときは、
排⽔樋⾨の扉は開いており、⽣活
排⽔や⾬⽔を川に流しています。

洪⽔で河川の⽔位が上昇したら、河
川の⽔が宅地や耕作地へ逆流するの
を防ぐために、樋⾨の扉を閉めます。
河川の⽔位が低くなり、逆流の⼼配
がなくなったら樋⾨の扉を開けます。
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